
法
人
部

二
十
一
回
新
島
講
座
開
催

九
月
二
十
二
貝
大
学
寧
静
館
会
議
室
(
今
出
川

校
地
)
に
お
い
て
第
二
十
一
回
新
島
講
座
が
開
催

さ
れ
た
。

講
師
は
ノ
ル
ウ
エ
ー
・
ノ
ー
ベ
ル
.
イ
ン
ス
テ
ィ

テ
ュ
ー
ト
所
長
の
ゲ
イ
ル
・
ル
ン
デ
ス
タ
博
士
で
、

「
米
国
と
西
欧
そ
の
協
力
と
対
立
1
過
去
、
現
在

そ
し
て
未
来
L
と
題
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
か
ら

現
在
に
い
た
る
N
A
T
0
を
中
心
と
し
た
米
国
と

西
欧
諸
国
の
協
調
関
係
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
。

同
氏
は
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
選
考
の
事
務
局
長
も
兼

ね
る
方
で
、
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
外
交
史
を
専
攻
分

野
と
さ
れ
て
ぃ
る
。
講
演
の
記
録
は
追
っ
て
出
版

の
予
定
で
あ
る
。

第
十
八
回
東
京
新
島
講
座
開
催

十
月
十
八
日
、
東
京
有
楽
町
朝
日
ス
ク
エ
ア
に

お
い
て
第
十
八
回
東
京
新
島
講
座
が
開
催
さ
れ

た
。

東
京
新
島
講
座
は
例
年
十
月
頃
、
同
志
社
教
員

人
が
東
京
で
公
開
訥
演
を
行
う
も
の
で
、
今
年

度
は
天
木
志
保
美
大
学
文
学
部
教
授
と
森
田
章
大

学
法
学
部
教
授
が
講
演
を
行
っ
た
。
演
題
は
そ
れ

ぞ
れ
、
「
『
ホ
ー
ム
』
の
創
造
ー
キ
リ
ス
ト
教
と
日
本

近
代
家
族
」
と
「
企
業
の
社
会
的
責
任
」
で
あ
る
。

講
演
の
記
録
は
追
っ
て
出
版
の
予
定
で
あ
る
。

化
章
・
叙

章
受
章

.

.

一
九
九
七
年
文
化
勲
章
受
章
者
の
発
表
が
あ

り
、
同
志
社
関
係
者
か
ら
は
社
友
の
千
宗
室
氏
(
裏

千
家
家
元
)
が
十
一
月
三
日
に
文
化
勲
章
を
受
章

さ
れ
た
。

一
九
九
七
年
秋
の
叙
勲
お
よ
び
褒
章
は
、
大
学

名
誉
教
授
瀧
山
敬
氏
お
よ
び
大
学
名
誉
教
授
網
島

貞
男
氏
が
と
も
に
勲
三
等
瑞
宝
章
を
十
一
月
十
一

日
に
受
章
、
大
学
工
学
部
教
授
田
淵
和
彦
氏
が
藍

綬
褒
章
を
十
一
月
十
四
日
に
受
章
さ
れ
た
。

O
o
m
工
一
m
l
》

早
天
祈
祷
会
の
開
始
時
問
変
更

明
治
三
十
年
前
後
か
ら
若
王
子
山
頂
に
あ
る
新

島
襄
先
生
の
墓
前
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
早
天

祈
祷
会
(
十
一
月
二
十
九
日
創
立
記
念
日
、
一
月
二

十
三
日
新
島
襄
先
生
永
眠
の
日
)
の
開
始
時
問
が
、

今
年
の
十
一
月
二
十
九
日
か
ら
、
従
来
の
六
時
三

十
分
か
ら
七
時
に
変
更
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
遠
距
跳
通
学
の
学
生
・
生
徒
が
増
え
た

の
で
、
早
朝
の
交
通
事
情
に
配
慮
し
て
変
更
し
た

も
の
で
あ
る
。

同
志
社
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
基

本
計
画
策
定

十
一
月
十
八
日
開
催
の
創
立
百
二
十
五
周
年
記

念
事
業
委
員
会
で
基
本
計
画
が
決
定
十
一
月
定

例
理
事
会
に
お
い
て
報
告
了
承
さ
れ
た
。
基
本
計

画
の
主
要
項
目
は
次
の
と
お
り
で
、
個
々
の
項
目

ご
と
に
今
後
具
体
的
な
検
討
に
入
る
こ
と
と
な

る
0

一
.
同
志
社
の
将
来
構
想

ニ
.
記
念
事
業
(
一
)
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念

行
事
、
(
二
)
同
志
社
小
学
校
(
仮
称
)
の
設
立
、

会
一
)
同
志
社
教
育
を
一
層
充
実
す
る
た
め
の
施

設
等
の
整
備
、
(
四
)
歴
史
的
建
造
物
の
修
復
.
活

用
、
(
五
)
社
史
資
料
の
整
理
お
よ
び
『
同
志
社
百

年
史
』
以
降
の
年
表
編
集
な
ど
。

↓
工
m
r
》
↓
m
m
↓

THE [ATEST

DOSHISHA
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大
学学

院
に
一
博
士
課
程
(
後
期
)
と
二
修
士

課
程
を
開
設

文
学
研
究
科
新
聞
学
専
攻
博
士
課
程
(
後
期
課

程
)
、
工
学
研
究
科
知
識
工
学
専
攻
修
士
課
程
工

学
研
究
科
数
理
環
境
科
学
専
攻
修
士
課
程
が
そ
れ

ぞ
れ
、
今
年
四
月
に
開
設
さ
れ
る
。

こ
れ
に
ょ
っ
て
新
聞
学
専
攻
は
学
部
か
ら
博
士

課
程
後
期
課
程
ま
で
の
全
体
制
が
整
い
、
知
識
工

学
専
攻
は
学
部
・
大
学
院
の
一
貫
教
育
、
研
究
体
制

を
整
備
し
た
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
数
理
環
境
科
学
専
攻
は
特
定
の
学
科
の

卒
業
生
を
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
分
野
の
基
礎
知
識
を
持
っ
学
生
を
受
け
入
れ

る
、
工
学
研
究
科
の
中
の
い
わ
ゆ
る
独
立
専
攻
で

あ
る
。
酸
性
雨
の
増
加
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、
地
球

温
暖
化
、
熱
帯
雨
林
の
減
少
な
ど
の
環
境
問
題
の

背
景
に
は
、
複
雑
な
自
然
の
シ
ス
テ
ム
と
多
岐
に

わ
た
る
人
間
の
活
動
が
存
在
す
る
こ
れ
ら
二
十

一
世
紀
の
地
球
環
境
問
題
に
取
り
組
む
研
究
者
や

高
度
技
術
者
の
養
成
が
こ
の
専
攻
の
目
指
す
と
こ

ろ
で
あ
る
。

一
九
九
八
毎
か
ら
セ
メ
ス
タ
ー
制
度
実
施

一
九
九
八
年
度
か
ら
学
部
・
大
学
院
と
も
に
セ

メ
ス
タ
ー
制
度
を
実
施
す
る
。
半
年
を
学
期
と

し
て
現
行
の
前
期
を
「
春
学
期
L
、
後
期
を
「
秋
学

期
」
と
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
学
期
と
し
て
、
学

部
四
年
間
八
学
期
、
大
学
院
前
期
課
程
年
間
四

学
期
で
教
育
課
程
を
編
成
。
各
授
業
科
目
は
一
っ

の
学
期
で
完
結
す
る
こ
と
を
基
本
に
す
る
。

こ
の
制
度
の
実
施
に
ょ
り
、
一
学
期
あ
た
り
の

履
修
科
目
数
を
少
な
く
し
て
集
中
的
に
学
習
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
履
修
効
果
の
向
上
が
期
待

で
き
る
。
ま
た
、
学
期
単
位
で
授
業
が
完
結
す
る
こ

と
か
ら
、
留
学
生
の
送
り
出
し
や
受
け
入
れ
等
を

よ
り
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

一
回
へ
ル
シ
ン
キ
大
学
・
同
志
社
大
学
国

際
通
信
会
議

「
第
一
回
へ
ル
シ
ン
キ
大
学
・
同
志
社
大
学
国
際

通
信
会
議
」
が
昨
年
十
一
月
十
日
午
後
五
時
ヲ
イ

ン
ラ
ン
ド
時
問
午
前
十
時
)
か
ら
二
時
問
に
わ
た

つ
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
は
、
四
月
十
八
日
に
本
学
で
黒
講

演
を
行
っ
た
パ
ー
ヴ
ォ
リ
ッ
ポ
ネ
ン
.
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
首
相
の
提
唱
に
ょ
り
、
同
志
社
大
学
を
中
心

と
し
た
両
国
学
術
交
流
の
一
環
と
し
て
、
ヘ
ル
シ

ン
キ
大
学
と
共
同
で
李
が
開
催
し
た
も
の
で
あ
る

今
回
は
環
境
問
題
を
テ
ー
マ
に
選
び
、
日
本
側

の
ハ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
室
田
武
経
済
学
部
教
授

郡
嶌
孝
経
済
学
部
教
授
の
ほ
か
に
宇
澤
弘
文
中
央

大
学
教
授
藤
田
慶
喜
桜
美
林
大
学
教
授
の
参
加

を
仰
ぎ
、
環
境
保
護
学
、
環
境
物
理
学
、
心
理
学
を

研
究
領
域
と
す
る
へ
ル
シ
ン
キ
大
学
の
専
門
家
と

活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

会
議
は
篠
原
総
一
国
際
セ
ン
タ
ー
所
長
の
開
会

挨
拶
、
岩
山
太
次
郎
大
学
長
、
ポ
ー
ル
フ
ォ
ー
ゲ

ル
バ
リ
・
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
副
学
長
の
挨
拶
に
続

き
、
「
乏
エ
ン
↓
 
g
Z
 
乏
則
口
0
 
剛
0
刈
↓
冨

Z
ン
↓
d
え
崗
ン
Z
ご
ヤ
問
亀
戸
更
1
同
コ
ぐ
冥
0
=
・

暑
含
一
巴
一
m
m
仁
ゆ
m
 
伽
ニ
ユ
「
0
=
含
ゆ
m
 
言
剛
三
一
N
づ
ル

N
二
住
、
§
口
1
」
と
題
し
て
、
英
証
叩
に
ょ
る
基
鯛

報
告
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
会
場
の
今
出
川

校
地
明
徳
館
1
番
教
室
に
は
百
人
、
ま
た
田
辺
校

地
知
真
館
1
1
2
3
2
番
教
室
で
も
四
十
人
を
超

え
る
学
生
、
教
職
員
が
通
信
回
線
を
通
し
て
会
議

の
討
論
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。

な
お
、
通
信
回
線
を
利
用
し
た
国
際
会
議
は
情

報
化
時
代
の
新
し
い
国
際
交
流
の
あ
り
か
た
の
一

つ
と
し
て
全
国
で
も
注
目
を
集
め
る
も
の
で
あ

り
、
今
回
の
成
功
は
今
後
の
発
展
を
予
感
さ
せ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
本
学
も
、
こ
の
種
の
会
議
の
発
案

者
と
し
て
、
他
の
分
野
で
の
国
際
通
信
会
議
を
開
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志願者・合格者数

神学部

文学部

計

英文学科

社会学科

昼間主コース

社会学専攻

社会福祉学専攻

新聞学専攻

産業関係学専攻

学科合計

学部合計

昼問主コース

募集
人員

商学部

工学部

最終合格者数

男子女子合計

0 3 3

8

0 5 5

0 6 6

0

3 4

1 18 19

2 26 28

4 6 10

0

3 0 3

2 0 2

0

0 0 0

8

14 36 50

志願者数

女子

26

10

34

2ι

38

5

1田

Π1

12

0

0

0

150

男子

12

30

19

33

9】

96

13

2

19

MO

知識工学科

電気工学科

電子工学科

機械システムエ学科

エネルギー機械工学科

機能分子工学科

物質化学工学科

学部合計

1次合格者数

男子女子合計

0 6 6

9 123

7 8

8

63 3

6 24 30

9 33 42

4 9 13

0

0

2 0 2

4 0 4

3 0 3

0

0

1 1312

25 49 74

催
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

A
0
人
試
の
結
果

十
二
月
四
日
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
オ
フ
ィ
ス

方
式
に
よ
る
入
学
者
選
抜
(
A
0
入
試
)
の
結
果

五
十
人
の
合
格
者
を
発
表
し
た
。
各
学
部
・
学
科
・

専
攻
ご
と
の
志
願
者
数
・
合
格
者
数
は
別
表
の
と

お
り
で
あ
る
。

今
回
の
A
0
入
試
は
本
学
に
と
っ
て
も
初
め
て

の
試
み
で
あ
り
、
募
集
活
動
・
P
R
活
動
の
開
始
時

期
も
遅
か
っ
た
が
、
国
内
外
か
ら
予
想
を
上
回
る

多
く
の
応
募
が
あ
り
、
最
高
で
十
八
倍
、
平
均
し
て

五
・
八
倍
と
い
う
高
い
競
争
率
と
な
っ
た
。
志
願
者

も
日
本
全
国
ほ
と
ん
ど
の
都
道
府
県
に
わ
た
っ
て

い
る
。
出
願
資
格
と
な
っ
て
い
る
「
自
己
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
も
の
」
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
全
志
願
者
二

百
九
十
人
中
、
指
導
性
(
ク
ラ
ブ
活
動
・
生
徒
会
な

ど
)
五
三
バ
ー
セ
ン
ト
、
文
化
活
動
ハ
ー
セ
ン

ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
五
ハ
ー
セ
ン
ト
、
郵
盟
子

能
力
二
0
パ
ー
セ
ン
ト
、
学
業
成
績
四
パ
ー
セ

ン
ト
、
独
創
性
ハ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
他
三

パ

ー
セ
ン
ト
(
重
複
あ
り
)
と
な
っ
て
い
る
0

最
終
合
格
者
を
見
る
と
、
現
役
四
十
一
人
、
既
卒

九
人
で
、
最
高
齢
は
五
十
歳
代
(
女
性
)
で
あ
る
。

別
表
に
あ
る
よ
う
に
、
志
願
者
段
階
で
は
ほ
ぽ
男

女
半
々
で
あ
っ
た
が
、
合
格
者
は
女
性
が
圧
倒
的

計合

合

,
ー
ー
●
"

8
5
4
3
1
4
2
7
5
1
1
4
6
5
1
2
0
0

3
1
6
ι
7
1
9
0
2
 
2
9

3
^
4
4
4
4
^
^
^
3
5
5
5
5
5
5
^
^



で
あ
っ
た
。
多
様
な
活
動
歴
や
才
能
、
独
自
の
個
性

や
能
力
を
持
っ
た
人
達
が
多
数
合
格
し
て
お
り
、

留
学
や
海
外
居
住
経
験
者
も
多
く
含
ま
れ
て
い

る
。
入
学
し
た
暁
に
は
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
五
十
人
の
合
格
者
の
う
ち
四
十
七
人
が

入
学
手
続
き
を
行
っ
た
。

京
都
経
済
同
友
会
印
周
年

記
念
寄
付
講
座
を
商
学
部
で
開
講

社
団
法
人
京
都
経
済
同
友
会
に
ょ
る
寄
付
講
座

「
京
都
企
業
と
経
営
理
念
」
を
今
年
度
秋
学
期
か
ら

開
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

企
業
活
動
に
お
け
る
経
営
理
念
・
倫
理
の
重
要

性
や
今
日
的
課
題
に
つ
い
て
、
京
都
企
業
を
代
表

す
る
ト
ッ
プ
の
方
々
を
特
別
講
師
と
し
て
招
聰
す

る
講
座
で
、
知
的
関
心
を
覚
え
探
究
す
る
場
と
な

る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
、
商
学
部
の
二
年
次
生
以
上
を
対
象
と

し
た
実
践
科
目
と
し
て
開
講
し
、
京
都
・
大
学
セ
ン

タ
ー
の
単
位
互
換
科
目
お
よ
び
シ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ

ジ
科
目
と
し
て
も
公
開
さ
れ
る
。

講
義
内
容
と
講
師
陣
は
次
の
と
お
り
。

1
「
今
ま
で
の
会
社
」
で
な
く
「
こ
れ
か
ら
の
会
社
L

を
目
指
し
て

イ
タ
リ
ャ
ー
ド
総
代
表
取
締
程
長
北
村
陽
次
郎

の
国
際
<
止
業
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
口
ー
カ
リ
ゼ
ー
、
ソ
ヨ
ン

愉
堀
場
製
作
所
代
表
取
締
役
社
長
堀
場
厚

@
我
が
社
の
経
営
理
念

総
イ
シ
ダ
代
表
取
締
役
社
長
石
田
隆
一

四
手
塩
に
か
け
て
六
十
年
S
塩
か
げ
ん
で
事
業
展

開
S

愉
京
っ
け
も
の
西
利
代
表
取
締
役
社
長
平
盆
久

@
最
適
化
社
会
に
向
け
て
の
企
業
経
営

オ
ム
ロ
ン
側
代
表
取
締
役
社
長
立
石
義
雄

6
老
舗
経
営
の
理
念
S
月
桂
冠
三
百
六
十
年
の
歴

史
か
ら
S月

桂
冠
嶋
代
表
取
締
役
社
長
大
倉
治
彦

7
京
都
企
業
に
見
る
伝
統
と
革
新

吉
忠
繍
代
表
取
締
役
社
長
吉
田
忠
嗣

冨
小
企
業
金
融
と
京
都

京
都
中
央
信
用
金
庫
理
事
長
道
端
進

9
経
営
に
何
故
理
念
が
必
要
か
S
京
セ
ラ
の
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン

女
子
大
学

ソ
ウ
ル
女
子
大
学
と
の
短
期
学
生
交
流
ブ

ロ
グ
ラ
ム

さ
る
一
九
九
七
年
三
月
二
七
日
に
本
学
と
ソ

ウ
ル
女
子
大
学
は
学
生
交
流
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
た
。
そ
れ
に
ょ
る
と
、
来
年
度
か
ら
相
互
に
短

期
の
学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
ソ
ウ
ル
女
子
大
学
か
ら
本
学
へ
は

来
年
六
月
頃
に
約
十
人
程
度
を
対
象
に
、
日
本
語

の
授
業
日
本
文
化
の
授
業
お
よ
び
授
業
に
関
連

す
る
劉
ゆ
置
↓
昌
、
本
学
学
生
と
の
交
流
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
本
学
か
ら
ソ
ウ
ル
女
子
大
学
へ
の
学
生

交
流
は
、
九
月
ご
ろ
に
、
学
部
生
、
短
期
大
学
部
生

を
対
象
と
し
て
、
こ
ち
ら
も
約
十
人
ほ
ど
を
予
定

し
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
韓
国
の
文

化
・
歴
史
の
授
業
授
業
に
関
連
す
る
劉
ゆ
ミ

↓
号
、
ソ
ウ
ル
女
子
大
学
生
と
の
交
流
な
ど
が
考

え
ら
れ
て
い
る
。

メ
京
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

本
学
と
北
京
大
学
(
東
方
学
学
部
)
峡
両
大
学

の
友
好
関
係
を
促
進
す
る
た
め
、
学
術
交
流
協
定

を
結
ん
だ
。
協
定
内
容
は
以
下
の
通
り
。

京
セ
ラ
側
代
表
取
締
役
専
務
森
篤

0
京
都
商
法
S
江
戸
時
代
の
京
都
の
商
人
思
想
S

総
イ
セ
ト
ー
代
表
取
締
役
会
長
小
谷
隆
一

@
泉
都
企
業
の
経
営
者
精
神

千
吉
総
代
表
取
締
役
会
長
西
村
大
治
郎
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①
両
大
学
は
学
術
研
究
に
お
け
る
専
門
分
野
に

関
す
る
共
同
研
究
の
促
進
を
図
る
も
の
と
す
る
。

②
両
大
学
は
、
教
員
を
毎
年
ま
た
は
半
年
ご
と
に

人
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
両
大
学
は
、
交
換
教
員
の
研
究
費
、
宿
舎
、
研
究

室
お
よ
び
図
書
館
等
の
研
究
施
啓
つ
い
て
便
宜

を
図
る
も
の
と
す
る
。

④
両
大
学
の
教
員
は
、
派
遣
先
の
大
学
で
授
業
を

扣
当
ま
た
は
補
佐
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
へ
の
接
続
を
大
幅
に
強

一
九
九
七
年
二
育
か
ら
、
情
帳
処
理
教
室
に

あ
る
パ
ソ
コ
ン
ニ
百
台
の
ほ
と
ん
ど
に
、
プ
ラ
ウ

ザ
(
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
ソ
フ
ト
)
が
組
み
込
ま
れ

た
。
こ
れ
に
ょ
り
、
従
来
か
ら
あ
る
電
子
メ
ー
ル
の

利
用
は
も
ち
ろ
ん
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
・
就
職
活
動
の

た
め
の
情
報
収
集
な
ど
ホ
ー
ム
ヘ
ー
ジ
を
生
か
し

た
幅
広
い
利
用
が
可
能
と
な
っ
た

シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
公
演
,
↓
乏
Φ
一
才
コ

Z
而
コ
一
(
十
二
夜
)
"

学
芸
学
部
英
語
英
文
学
科
一
年
・
四
年
次
の
二

年
間
に
わ
た
っ
て
シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
原
作
の
演
劇

を
学
び
、
英
語
で
上
演
す
る
。
企
画
か
ら
、
演
出
、

照
明
、
キ
ャ
ス
ト
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
等
に
至
る

0
、ノ

ま
で
す
べ
て
学
生
の
手
に
ょ
っ
て
行
わ
れ
る
。
四

十
七
回
目
を
迎
え
る
今
年
度
は
、
十
一
月
七
日
圈
、

八
日
出
の
二
日
間
に
わ
た
り
新
島
記
<
敬
至
に
て

,
↓
乏
ゆ
尋
=
 
Z
貫
三
(
十
二
夜
)
0
 
を
上
演
し
た
。

ミ
ユ
ー
ジ
カ
ル
公
演
"
ア
五
Q
一
Φ
「
 
0
コ

今
Φ
刀
0
口
↓
(
屋
根
の
上
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

弾
き
)
"

短
期
大
学
部
英
米
語
科
の
授
業
「
英
碕
音
声
身

体
表
現
研
究
L
で
、
英
語
の
発
生
や
発
音
と
身
振
り

や
視
線
の
取
り
方
な
ど
の
身
体
表
現
法
を
学
ぷ
と

と
も
に
、
異
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
。
そ
の
集
大

成
と
し
て
、
学
生
た
ち
が
ミ
ユ
ー
ジ
カ
ル
を
上
演

す
る
。
二
十
四
人
全
員
が
キ
ャ
ス
ト
と
し
て
出
演

す
る
だ
け
で
な
く
、
 
A
D
、
昭
萌
、
音
楽
等
の
ス
タ

ツ
フ
と
し
て
一
人
二
役
も
三
役
も
こ
な
す
。
十
回

目
と
な
る
今
年
度
は
十
二
月
一
八
日
困
、
新
島
記

今
趣
皇
に
て
'
区
色
ゆ
§
牙
ゆ
閃
0
又
(
屋
根
の

上
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
)
"
を
ヒ
演
し
た
。

見
学
を
実
施
し
た

石
倉
祭

十
月
二
日
困
S
六
日
⑪

人
権
学
習

十
月
十
六
日
困

午
後
の
課
業
時
問
に
学
年
別
に
行
い
、
後
驫

想
文
提
出

年
六
月
実
施
の
人
椛
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

資
料
愚
見
交
換
・
討
論

年
映
画
「
ス
ウ
ィ
ン
グ
・
キ
ッ
ズ
」
鑑
賞

年
次
の
う
ち
い
ず
れ
か
を
聴
講

「
南
京
大
虐
殺
に
つ
い
て
」

東
史
郎
(
体
験
者
)

在
日
を
生
き
る
林
美
佳
(
卒
業
生
)

子
ど
も
の
権
利
条
約
に
つ
い
て
」

安
保
千
秋
(
弁
護
士
)

「
阪
神
大
震
災
後
の
仮
設
住
宅
の
現
状
と

課
題
L
安
田
秋
成
(
神
戸
仮
設
住
宅
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
代
表
)

他
中
学
入
試
説
明
会
(
学
校
対
象
)

十
月
十
七
日
圈

同
中
学
進
学
説
明
会
(
保
護
者
対
魯

十
月
十
八
日
出

間
試
験
十
月
二
十
一
日
働
S
二
十
五
日
出

他
中
学
入
試
説
明
会
(
保
護
者
対
魯

十
月
二
十
五
日
出

ホ
教
週
間

一
月
四
日
働
S
八
日
幽

↓
工
m
r
ン
↓
m
m
↓

高
等
学
校

九
月
二
日
御

ウ
エ
ス
リ
ー
校
生
来
校

九
月
二
十
二
日
⑪

生
徒
九
(
女
子
五
・
男
子
四
)
人
、
教
員
一
人
が

十
月
十
一
日
幽
ま
で
在
京
し
、
今
回
初
め
て
広
島

二
学
期
始
業
式

メ
ル
ボ
ル
ン

.

O
o
m
工
一
m
l
)
フ

化



「
あ
な
た
は
何
処
へ
行
く
の
で
す
か
」

講
師
福
井
達
雨
(
止
揚
学
図

「
二
0
0
0
年
を
ヨ
ベ
ル
の
年
に
」

草
地
賢
一
(
P
H
D
協
会
)

「
自
分
の
し
た
こ
と
言
っ
た
こ
と
し

高
橋
詠
子
(
梅
花
中
高
校
)

「
塩
の
効
き
目
」

大
澤
盲
一
(
紫
野
教
会
)

保
護
者
面
談

十
一
月
六
日
困

第
四
十
五
回
全
国
私
学
教
育
研
究
集
会

十
一
月
十
三
日
困

標
記
の
「
科
学
教
育
」
分
科
会
が
本
校
で
開
催
さ

れ
(
運
営
委
員
長
山
崎
彰
同
高
教
頭
)
、
全
国
か

ら
の
参
加
者
が
あ
り
、
多
大
の
成
果
を
収
め
た
。
十

四
日
囲
は
琵
琶
湖
博
物
館
視
察
。

十
二
月
二
日
働
S
六
日
出

期
末
試
験

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

十
二
月
九
日
四

こ
の
時
の
献
金
と
手
作
り
の
り
ー
ス
を
も
っ
て

止
揚
学
園
を
訪
問
(
十
二
月
十
一
日
)

十
二
月
十
三
日
出

家
庭
ク
リ
ス
マ
ス

教
職
員
お
よ
び
家
族
約
六
十
人
が
本
校
食
堂
に

集
い
、
楽
し
い
一
時
を
も
っ
た
。

香
里
中
高

堂
拡
張
工
事
完
成

八
月
二
十
七
日

生
徒
食
堂
の
手
狭
を
緩
和
す
る
た
め
に
有
朋
館

階
部
分
を
床
面
積
ご
三
二
平
方
メ
ー
ト
ル
、

.
、ノ

ル
コ
ニ
ー
七
七
平
方
メ
ー
ト
ル
を
拡
張
工
事
費

約
一
億
三
百
六
十
万
円
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
向
か
っ

て
高
殿
の
よ
う
に
張
り
出
し
た
た
め
、
体
育
競
技

と
く
に
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ホ
ー
ツ
の
観
戦
に
は
絶
好

の
場
所
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
金
報
告

本
年
四
月
一
日
か
ら
九
月
二
十
四
日
ま
で
に
件

数
五
百
七
十
二
件
、
金
額
七
千
四
百
二
万
二
千
円

学
高
校
学
校
説
明
会

十
月
十
一
日

高
校
は
例
年
通
り
で
あ
っ
た
が
、
中
学
は
京
都

府
・
兵
庫
県
と
併
願
で
き
る
と
あ
っ
て
、
香
真
館
が

階
も
二
階
も
一
杯
に
な
る
盛
況
で
あ
っ
た
。

学
修
学
旅
行
十
月
二
十
六
S
二
十
九
日

山
田
校
長
の
発
案
で
昨
年
か
ら
同
志
社
の
ル
ー

ツ
を
訪
ね
る
旅
を
行
っ
て
い
る
。
安
中
で
は
新
島

学
園
で
ハ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
に
合
わ
せ
て
讃
美
歌
を

合
唱
し
心
が
清
ま
る
。
さ
ら
に
安
中
教
会
で
は
「
新

島
襄
」
湯
浅
治
郎
」
「
海
老
名
弾
正
」
「
柏
木
義
円
」

ニ
ブ
イ
ヴ
ィ
ス
」
の
肖
像
画
に
つ
い
て
解
説
し
生
徒

の
理
解
を
深
め
得
た
会
津
若
松
で
は
山
本
覚
馬
、

八
重
兄
妹
の
生
誕
地
と
八
重
奮
戦
の
地
鶴
ケ
城
を

訪
れ
感
慨
に
耽
っ
た
。
有
意
義
な
旅
で
あ
る
が
安

中
周
辺
に
宿
舎
が
ほ
し
い
。

尓
教
教
育
教
職
員
研
修
会
十
一
月
五
日

大
阪
島
之
内
教
会
に
あ
る
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー

所
長
西
原
由
紀
子
先
生
を
迎
え
て
開
催
。
「
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
と
き
に
は
愛
情
を
込
め
て
応
対
す

る
こ
と
が
基
本
L
 
と
の
話
に
感
動
す
る
。

同
志
社
香
里
同
窓
会
総
会
十
一
月
七
日

総
会
で
は
山
田
校
長
が
同
志
社
香
里
五
十
周
年

記
念
事
業
の
概
要
を
説
明
し
募
金
へ
の
協
力
を
依

頼
懇
親
会
に
は
松
山
義
則
総
長
、
野
本
真
也
理
事

長
も
参
加
さ
れ
、
盛
会
を
極
め
た
。

教
育
相
談
研
修
会

十
一
月
十
九
日

長
岡
京
市
立
教
育
セ
ン
タ
ー
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で

本
校
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
も
お
願
い
し
て
い
る
前
田

供
子
先
生
を
講
師
に
迎
え
て
「
不
登
校
問
題
」
を
テ

ー
マ
に
本
校
の
実
情
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
話
し

て
も
ら
っ
た
。
切
実
な
問
題
だ
け
に
教
職
員
も
ほ

と
ん
ど
全
員
が
参
加
し
て
い
た
。

三
回
地
域
ク
リ
ス
マ
ス
祝
会

十
二
月
五
日

ま
ず
香
真
館
で
映
画
「
靴
屋
の
マ
ル
チ
ン
L
を
鑑

賞
つ
い
で
中
庭
で
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
を
お
こ
な
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う
。
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
が
歌
う
曲
に
合
わ
せ
て

全
員
が
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
合
唱
、
松
山
義
則

鷺
も
来
校
さ
れ
、
例
年
に
な
い
盛
り
ヒ
が
り
を

見
せ
た
。
終
了
後
P
T
A
が
振
る
錘
う
ぜ
ん
ざ
い

で
近
隣
の
子
供
た
ち
は
大
喜
び
で
あ
っ
た
。

女
子
中
高

韓
国
本
浦
貞
明
女
子
高
等
学
校
宣
教
合
唱

団
に
よ
る
賛
美
礼
拝

九
月
四
日
困

キ
リ
ス
ト
教
同
盟
校
で
あ
る
金
城
学
園
の
ご
紹

介
に
ょ
り
、
本
校
の
特
別
礼
拝
で
ご
奉
仕
い
た
だ

い
た
。
ハ
ン
グ
ル
語
で
の
祝
祷
も
あ
り
、
短
い
時
間

、ノ

で
あ
っ
た
が
、
隣
国
と
の
交
流
の
時
を
持
っ
こ
と

が
で
き
た
0
 
ウ
リ
エ
イ
ゥ
ッ
ソ
ン
.
と
な
り
び
と

は
し
と
い
う
歌
を
そ
れ
ぞ
れ
の
母
国
語
で
と
も
に

歌
っ
た
。

高
校
修
養
会

九
月
六
日
幽
S
七
日
⑪

関
西
学
院
千
刈
キ
ャ
ン
プ
場
に
て
、
需
に
近

江
兄
弟
社
学
園
中
・
高
の
中
島
淳
先
生
を
迎
え
、

出
会
い
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
。
フ
ォ
ト
ラ
ン

ゲ
ッ
ジ
(
写
真
を
見
な
が
ら
自
己
表
現
す
る
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
)
に
豊
か
な
時
を
過
ご
し
た
。

学
修
会
九
月
十
三
日
出
S
卜
四
日
⑪

関
西
学
院
千
刈
キ
ャ
ン
プ
場
に
て
、
講
師
に
同

志
社
高
校
聖
書
科
講
師
の
原
田
博
行
先
生
を
迎

え
、
「
無
題
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
テ
ー
マ
は

つ
し
か
「
愛
」
と
な
り
、
楽
し
く
、
ま
た
考
え
さ

いせ
ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
時
を
過
ご
し
た
。

文
化
祭
.
バ
ザ
ー
十
月
二
日
困
S
四
日
出

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
中
高
と
も
各
ク
ラ
ス
が

最
も
力
を
入
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
こ
の
日
に
向
か

つ
て
の
練
習
に
す
べ
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し

て
い
る
と
言
っ
て
も
過
園
で
は
な
い
。

中
学
の
展
示
コ
ン
ク
ー
ル
も
、
ク
ラ
ス
の
結
束

を
必
要
と
す
る
行
事
の
つ
で
あ
る
。

合
唱
も
展
示
も
学
年
で
順
位
が
つ
け
ら
れ
る
。

中
三
田
辺
校
地
訪
問
十
月
二
十
九
日
咽

今
年
の
中
学
三
年
生
は
、
遠
足
と
し
て
田
辺
校

地
を
訪
れ
た
。
新
島
記
今
戴
晃
で
、
国
際
高
校
の
山

本
信
司
先
生
の
お
話
に
ょ
る
礼
拝
を
守
り
、
そ
の

後
国
際
高
校
に
移
動
し
、
英
語
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

受
け
、
新
し
い
情
帳
セ
ン
タ
ー
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
そ
の
後
同
志
社
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

内
を
見
学
、
田
辺
の
同
志
社
を
、
自
ら
の
目
で
体
験

す
る
一
日
で
あ
っ
た
。

収
感
謝
礼
拝

十
一
月
八
日
出

果
物
や
野
菜
を
持
ち
寄
っ
て
壇
上
に
飾
り
、
特

別
礼
拝
を
守
っ
た
こ
こ
数
年
来
、
中
学
一
年
生
が

理
科
の
授
業
で
育
て
た
「
稲
穂
L
 
も
捧
げ
ら
れ
た
。

O
o
m
工
一
m
l
》

今
年
は
一
抱
え
も
あ
る
カ
ポ
チ
ャ
が
飾
ら
れ
、
文

化
祭
の
模
擬
店
の
益
金
が
献
金
に
加
え
ら
れ
た
。

午
後
は
、
こ
れ
ら
を
持
っ
て
施
設
を
訪
問
し
た
。
文

化
祭
の
有
志
団
体
も
施
設
訪
問
に
参
加
し
た
の

で
、
に
ぎ
や
か
で
好
評
で
あ
っ
た

授
業
参
観
及
び
父
母
の
会
講
演
会

十
月
十
日
術

保
護
者
は
授
業
参
観
の
あ
と
、
い
ち
ひ
め
雅
楽

会
に
よ
る
管
弦
楽
、
錘
楽
を
鑑
賞
。
京
都
か
ら
文
化

を
世
界
に
発
信
し
て
お
ら
れ
る
音
楽
監
督
飛
騨

富
久
氏
の
体
験
談
を
聞
い
た
。

国
際
中
高

新
校
舎
完
成
と
と
も
に
新
し
い
学
期
が
始
ま
っ

た
。
グ
ラ
ビ
ア
に
掲
載
さ
れ
た
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ

ヨ
ン
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
そ
の
中
心
で
あ
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
顔
を
持
っ
そ
の
空
問
に
生
徒
が
入
り
、

建
物
が
動
き
始
め
た
。

始
業
式

九
月
一
日
卿

七
月
編
入
生
四
十
五
人
の
新
し
い
仲
問
を
迎
え

て
始
業
式
を
行
っ
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン

九
月
二
日
働
S
九
月
六
日
出

中
学
と
高
校
の
生
徒
全
員
が
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ

↓
工
m
r
》
↓
m
m
↓
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ヨ
ン
セ
ン
タ
ー
の
使
用
及
び
コ
ン
ヒ
ユ
ー
タ
の
基

本
操
作
に
つ
い
て
、
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら

指
導
を
受
け
た

体
育
祭

中
学
九
月
二
十
七
日
出

高
校
九
月
二
十
四
日
咽

高
校
は
天
気
に
恵
ま
れ
て
生
徒
た
ち
は
大
い
に

競
技
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て

中
学
は
予
備
日
も
雨
で
、
急
邊
予
定
変
更
し
て
決

行
し
た
二
十
七
日
も
途
中
で
雨
が
激
し
く
な
り
、

中
断
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
0
 
生
徒
た
ち
は
さ
か

ん
に
残
念
が
っ
て
い
た
が
、
が
ん
ば
っ
て
練
習
し

た
マ
ス
ゲ
ー
ム
と
応
援
合
戦
だ
け
で
も
見
せ
る
こ

と
が
で
き
て
少
し
は
慰
め
ら
れ
た
様
子
だ
っ
た
。

九
河
二
十
七
日
出

文
化
祭

九
月
二
十
八
日
⑪

今
年
の
文
化
祭
は
例
年
通
り
の
ク
ラ
ス
展
示

.

錘
台
発
表
に
、
新
し
い
空
間
を
利
用
し
て
の
出
し

物
が
加
わ
っ
た
。
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

で
の
イ
ン
ド
錘
踊
や
パ
ン
ト
マ
イ
ム
0
 
セ
ン
タ
ー

見
学
ツ
ァ
ー
。
プ
ラ
ザ
で
の
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
が

そ
の
内
容
で
あ
る
。

十
月
三
十
日
困

学
遠
足

各
学
年
そ
れ
ぞ
れ
に
秋
を
楽
し
ん
だ
。

一
年
宇
治
天
ケ
瀬
森
林
公
園
平
等
院

年
嵐
山

三
年
大
阪
天
保
山
周
辺
、
 
A
T
C

十
月
三
十
日
困

高
校
球
技
大
会

各
学
年
、
ク
ラ
ス
対
抗
形
式
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
楽
し
ん
だ
。

校
舎
見
学
と
講
演
会
、
中
学
ク
ラ
ス
鷺
会

十
一
月
一
日
出

保
護
者
を
対
象
と
し
て
、
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
新
築
校
舎
の
見
学

会
な
ら
び
に
本
校
の
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教

育
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
た
。
約
二
百
九

十
人
の
参
加
が
あ
り
、
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
形
式
の
講

演
会
も
好
評
で
あ
っ
た
。
中
学
の
保
護
者
は
そ
の

後
扣
任
と
の
懇
談
会
を
持
っ
た
。

秋
季
宗
教
強
調
週
問
特
別
礼
拝十

一
月
四
日
四

中
学
、
高
校
と
も
に
、
障
害
児
の
教
育
と
差
別
問

題
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
止
揚
学
園
の
福
井
達

雨
先
生
の
講
演
を
聞
い
た
。

各
学
年
行
事
、
生
徒
会
打
事
、
ク
ラ
ブ
展
覧
会
お

よ
び
風
問
浦
中
学
校
と
の
交
流
会
。

問
考
査
十
月
二
十
二
日
咽
S
二
十
四
日
圈

全
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
十
月
二
十
八
日
御

於
本
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

宗
教
人
権
週
問
十
一
月
四
日
四
S
八
日
出

小
さ
な
こ
と
に
大
き
な
愛
を
」

福
井
達
雨
(
止
揚
学
園
の
り
ー
ダ
ー
)

イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
は
命
の
パ
ン
」

米
川
明
彦
(
茨
木
キ
リ
ス
ト
福
音
教
会
教
師
)

共
に
生
き
る
っ
て
?
・

荒
川
共
生
(
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
職
員
)

人
権
行
事
全
校
映
画
鑑
賞

「
世
界
人
権
官
喜
口
」
エ
イ
ジ
ア
ン
プ
ル
ー
L

月
十
日
卿
S
十
五
日
出

十

読
書
週
問

収
穫
感
謝
礼
拝
と
施
設
訪
問十

一
月
十
五
日
出

十
一
月
二
十
百
出

(
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
)

中
学
校

体
育
祭

学
園
祭

九
月
十
九
日
倒

於
本
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

九
月
二
十
四
日
咽
S
二
十
七
日
幽

於
本
校
お
よ
び
大
学
会
館

弱
さ
を
通
し
て
」

塩
見
三
雄
(
元
醍
醐
教
会
牧
師
)

放
課
後
果
物
を
も
っ
て
、
生
徒
会
役
員
・
ホ
ザ

ナ
と
ハ
ン
ド
ベ
ル
部
員
が
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

.

船
岡
寮
企
目
人
養
護
老
人
ホ
ー
ム
)
を
訪
問
.
交
流

し
た創

立
記
念
礼
拝

奨
励
・
杉
井
六
郎
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期
末
考
査

能
・
狂
言
鑑

3
年
生
(
全
員
参
加
)

国
語
授
業
の
一
環
と
し
て
実
施
。於

河
村
能
烹
土

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

十
二
月
二
十
日
出

奨
励
・
鎌
谷
襄
(
キ
リ
ス
ト
教
社
会
福
祉
専
門
学

校
校
長
)

新
島
先
生
と
そ
の
弟
子
た
ち
」

於
大
学
明
徳
館
飢
番
教
宅

ト
ニ
月
一
日
⑪
S
六
日
幽

十
二
月
十
一
日
困

「
神
様
の
目
検
」

於
大
学
明
徳
館
幻
番
教
室

ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ

十
二
月
二
十
三
日
働
S
二
十
七
日
幽

年
生
(
自
由
参
加
)

四
泊
五
日
で
、
長
野
県
士
賛
農
一
の
瀬
ス
キ

1
場
へ
百
人
参
加

り
出
席
。

三
月
六
口
咽
卒
業
予
定
園
児
と
の
お
別
れ
会

三
月
十
日
側
年
長
組
卒
業
記
念
礼
拝
お
よ
び
謝

恩
会
於
幼
稚
園

三
月
十
五
日
出
卒
業
式
卒
業
生
四
十
人

四
月
十
一
日
圈
入
園
式
入
園
児
十
四
人

四
月
三
十
日
咽
創
立
百
周
年
■
念
植
樹
松
山

義
則
総
長
、
野
本
貞
也
理
事
長
ご
出
席
の
も
と
に
、

園
庭
に
桜
一
本
、
花
水
木
本
を
親
十
で
士
盛
り

を
し
て
植
樹
。

五
月
二
十
一
日
咽
母
の
会
総
会
母
の
会
九
六

年
度
の
事
業
お
よ
び
会
計
報
告
と
京
都
工
芸
繊
雜

乞
し
か
ず

大
学
教
授
清
原
講
一
氏
の
論
演
脳
の
生
後
発
達

に
つ
い
て
L
 
於
同
志
社
同
窓
会
館

六
月
七
日
団
創
立
百
周
年
記
今
芯
額
会
茶

道
、
裏
下
家
、
家
兀
千
宗
室
氏
の
誠
演
幼
稚
園
の

思
い
出
」
出
席
者
約
百
四
十
人

七
月
十
六
日
咽
夏
祭
園
児
と
母
親
と
の
歌
、

ダ
ン
ス
、
ゲ
ー
ム
な
ど
。

L
月
十
九
日
幽
年
長
組
キ
ャ
ン
プ
比
良
湖
岸

九
月
十
三
日
団
公
開
保
育
と
九
八
年
度
入
園
説

明
会

十
門
一
日
咽
お
よ
び
日
困
九
八
年
度
入
園
希

望
者
面
接

十
月
四
日
団
バ
ザ
ー
、
九
八
年
度
入
園
児
決
定
。

幼
稚
園

九
九
七
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
同
志
社

幼
稚
園
で
行
な
わ
れ
た
行
事
お
よ
び
集
会
は
以
下

の
通
り
で
す

牙
十
六
日
⑪
創
立
百
周
年
記
念
礼
拝
お
よ
び

'
念
祝
賀
会
於
都
ホ
テ
ル
、
三
百
八
十
人
余

十
月
二
十
三
日
困
年
少
組
遠
足
人
津
、
ふ
れ

あ
い
の
森

十
同
二
十
四
日
圈
年
中
お
よ
び
年
長
組
遠
足
、

滋
賀
県
朽
木
村
ふ
れ
あ
い
の
里

一
月
二
十
日
困
親
子
親
睦
会
ゲ
ー
ム
と
餅

十つ
き
(
同
志
社
大
〕
稲
撲
部
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も

に
)
な
ど
。

一
月
二
十
八
日
圈
新
島
襄
先
生
の
お
墓
へ
墓

参
年
長
組
園
児
と
母
親
於
幼
柑
園

ト
月
二
十
九
日
山
デ
ン
ト
ン
夫
人
(
初
代
同

志
礼
幼
稚
園
長
)
永
眠
五
十
年
記
念
会
於
同

窓
会
館
、
幼
稚
園
よ
り
園
長
と
教
員
三
人
出
席
。

十
二
月
十
三
日
幽
全
同
志
社
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ラ

ス
の
発
表
会
、
幼
稀
園
母
の
会
コ
ー
ラ
ス
部
「
ウ
エ

ン
デ
ィ
ー
ズ
」
初
参
加
於
新
島
会
館

十
二
月
十
七
日
咽
ク
リ
ス
マ
ス
祝
会
、
礼
拝
と

ヘ
ー
ジ
エ
ン
ト
、
園
児
と
保
讓
者
於
幼
稚
園

↓
工
m
r
》
↓
m
m
↓
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同
志
社
理
工
学
教
育
創
始
百
年
・
工
学
部
創
設
四
十
五
周
年
記
念

工
学
部
統
合
整
備
事
業
資
金
集
完
了
に
つ
い
て

一
九
九
二
(
平
成
四
)
年
一
一
月
一
日
か

ら
進
め
て
き
ま
し
た
「
工
学
部
統
合
整
備
事

業
募
金
L
 
は
一
九
九
七
(
平
成
九
)
年
一
 
0

月
末
日
を
も
っ
て
五
年
問
の
寄
付
金
募
集
期

間
を
終
了
し
ま
し
た
。

募
金
実
績
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
。

今
回
の
募
金
は
工
学
部
統
合
整
備
の
た
め

の
建
物
十
二
棟
の
う
ち
理
化
学
館
創
考
館

の
二
棟
を
募
金
対
象
と
し
広
く
ご
支
援
を
仰

ぐ
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
の
理
化
学

館
は
工
学
部
棟
の
正
面
に
位
置
し
、
事
務
・

管
理
部
門
と
文
献
室
で
構
成
さ
れ
今
出
川
校

地
の
ハ
リ
ス
理
化
学
館
の
精
神
を
う
け
継
ぐ

工
学
部
の
中
心
と
な
る
施
設
で
あ
り
ま
す
。

も
う
一
っ
の
創
考
館
は
共
通
の
実
験
装
置
を

設
置
す
る
工
学
部
の
中
心
と
な
る
共
同
研
究

棟
で
あ
り
ま
す
。

一
九
九
六
年
に
は
文
部
省
の
「
私
立
大
学

学
術
研
究
高
度
化
推
進
事
業
」
に
お
け
る
最

先
端
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
支
援
の
一
環

で
あ
る
「
ハ
イ
テ
ク
・
り
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
」
の
第
一
期
の
実
施
校
に
本
学
が

選
定
さ
れ
、
同
志
社
大
学
工
学
部
先
端
科
学

技
術
セ
ン
タ
ー
(
共
通
研
究
施
設
・
産
官
学

共
同
研
究
推
進
機
構
)
が
創
考
館
内
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
企
業
な
ど
を
含

め
た
共
同
研
究
の
場
と
し
て
活
用
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

本
事
業
に
ご
芳
志
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
多

く
の
企
業
職
域
団
体
お
よ
び
卒
業
生
、
一

般
有
志
、
教
職
員
・
元
教
職
員
の
皆
様
方
に

深
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
寄
付
者
の
ご
芳
志
を
記
念
し
、
理

化
学
館
内
の
既
設
の
場
所
に
芳
名
録
を
収
め

縦
覧
に
供
し
ま
す
。

一
呪

計

学
校
法
人
同
志
社

1

生
般

i
.

合

計

募金実績

募集対象

法人

教 珊或員

個フじ教職員

人卒

目標額(円)

15億

20億

1992年11月1日~1997年10月31日

件数(件)募集実績(円)達成率(゜0)

72.5381 1,0釘,450,000

46,036,400223

20.8

57,976,6581,642

59.61,191,463,0582,246

12,225,000

60.22,247 1,203,688,058

現物寄付以

51六

20億


